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議案第１６号 

令和８年度碧南市一般会計予算 

令和８年度碧南市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３４，７５６，８８９千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する

行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

（地方債） 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

２，０００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予

算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用とする。 

令和８年２月１９日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 17,488,001

1 市民税 6,704,700

2 固定資産税 8,862,900

3 軽自動車税 232,701

4 市たばこ税 498,000

5 都市計画税 1,189,700

2 247,836

1 地方揮発油譲与税 40,000

2 自動車重量譲与税 145,000

3 特別とん譲与税 54,000

4 森林環境譲与税 8,836

3 35,000

1 利子割交付金 35,000

4 125,000

1 配当割交付金 125,000

5 140,000

1 株式等譲渡所得割交付金 140,000

6 280,000

1 法人事業税交付金 280,000

7 2,190,000

1 地方消費税交付金 2,190,000

8 7,000

1 環境性能割交付金 7,000

9 171,146

1 地方特例交付金 169,000

2
新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別
交付金

2,146

金　　　　　額

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金
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10 44,000

1 地方交付税 44,000

11 9,000

1 交通安全対策特別交付金 9,000

12 80,636

1 負担金 80,636

13 350,355

1 使用料 294,840

2 手数料 55,515

14 4,926,436

1 国庫負担金 3,980,848

2 国庫補助金 925,862

3 国庫委託金 19,726

15 2,803,131

1 県負担金 1,384,209

2 県補助金 1,208,205

3 県委託金 207,749

4 県交付金 2,968

16 125,286

1 財産運用収入 87,565

2 財産売払収入 37,721

17 2,015,033

1 寄附金 2,015,033

18 1,335,827

1 基金繰入金 1,309,807

2 他会計繰入金 26,020

金　　　　　額

財産収入

 千円

款 項

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

寄附金

繰入金
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19 904,000

1 繰越金 904,000

20 908,902

1 延滞金、加算金及び過料 7,300

2 市預金利子 4,541

3 貸付金元利収入 170,080

4 雑入 726,981

21 570,300

1 市債 570,300

34,756,889

 千円

款 項

繰越金

諸収入

市債

歳　　入　　合　　計

金　　　　　額
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1 284,192

1 議会費 284,192

2 4,877,086

1 総務管理費 4,252,022

2 徴税費 356,913

3 戸籍住民基本台帳費 183,793

4 選挙費 45,926

5 統計調査費 6,307

6 監査委員費 32,125

3 13,190,517

1 社会福祉費 6,287,968

2 児童福祉費 6,346,833

3 生活保護費 555,716

4 4,747,179

1 保健衛生費 1,132,027

2 清掃費 1,842,159

3 衛生諸費 1,772,993

5 84,407

1 労働諸費 84,407

6 530,823

1 農業費 295,535

2 水産業費 12,211

3 農地費 223,077

7 641,264

1 商工費 641,264

8 3,523,440土木費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

議会費
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1 土木管理費 147,195

2 道路橋梁費 504,291

3 河川費 10,221

4 港湾費 25,735

5 都市計画費 2,578,995

6 住宅費 257,003

9 1,486,215

1 消防費 1,486,215

10 4,149,969

1 教育総務費 818,482

2 小学校費 311,135

3 中学校費 472,798

4 幼稚園費 329,240

5 社会教育費 1,134,865

6 保健体育費 1,083,449

11 20,000

1 公共施設災害復旧費 20,000

12 1,171,797

1 公債費 1,171,797

13 50,000

1 予備費 50,000

34,756,889

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

歳　　出　　合　　計

項 金　　　　　額

 千円

款
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第２表 債務負担行為 

事  項 期  間 限  度  額 

碧南市土地開発公社に対する債

務保証 

令和８年度から 

令和１２年度まで 

金融機関が公社より損失を受け

た場合、5,000,000 千円を限度と

して市が債務保証を行う 

議会報発行事業 

(印刷製本費) 

令和８年度から 

令和９年度まで 
2,230 千円 

議会インターネット映像配信事

業（議会インターネット映像配

信業務委託費） 

令和８年度から 

令和９年度まで 
1,716 千円 

広報へきなん作成事業 

(印刷製本費) 

令和８年度から 

令和９年度まで 
16,023 千円 

行政情報システム開発事業 
令和８年度から 

令和９年度まで 
148,703 千円 

会計事務管理事業 
令和８年度から 

令和９年度まで 
4,724 千円 

財政事務管理事業 

(統一的な基準による財務書類

作成業務委託料) 

令和８年度から 

令和１２年度まで 
11,936 千円 

公共施設等ＬＥＤ照明整備事業 
令和８年度から 

令和９年度まで 
 5,837 千円 

公共施設等ＬＥＤ照明整備事業 
令和８年度から 

令和９年度まで 
347 千円 

防犯パトロール委託事業 
令和８年度から 

令和９年度まで 
4,502 千円 

特別徴収税額決定通知書印字封

入封緘業務委託 

令和８年度から 

令和９年度まで 
5,340 千円 
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市税３税納税通知書印刷印字封

入封緘業務委託 

令和８年度から 

令和９年度まで 
9,485 千円 

愛知県議会議員一般選挙費 
令和８年度から 

令和９年度まで 
11,840 千円 

寝具洗濯乾燥消毒サービス事業

委託 

令和８年度から 

令和９年度まで 
1,035 千円 

高齢者タクシー料金助成事業委

託 

令和８年度から 

令和９年度まで 
477 千円 

環境等監視機器維持管理事業

(大気汚染自動測定機点検委託

料) 

令和８年度から 

令和９年度まで 
2,257 千円 

分別収集事業（燃やすことので

きるごみ指定袋作成委託料） 

令和８年度から 

令和９年度まで 
56,195 千円 
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第３表 地方債 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

公共施設等ＬＥＤ照明

整備事業 

千円 

19,800 

 普通貸借 

 又  は 

 証券発行 

５．０パーセ

ント以内（た

だし、利率見

直し方式で借

り入れる政府

資金等につい

て、利率の見

直しを行った

後 に お い て

は、当該見直

し後の利率） 

政府資金について

は、その融資条件

により、銀行その

他の場合には 

その債権者と協定

するものによる。

ただし、財政の都

合により据置期間

及び償還期限を短

縮し、又は繰上償

還若しくは低利に

借換えすることが

できる。 

障害福祉施設等整備費

補助事業 
48,000 

私立保育園等園舎整備

補助事業（伊勢町認定

こども園整備事業） 

39,800 

土地改良施設維持管理

適正化事業 
17,000 

碧南用水上部整備事業 22,500 

生活道路整備事業 13,500 

長田橋橋梁改修事業 77,300 

主要道路整備事業 16,800 

橋梁長寿命化対策事業 60,500 

北部産業地整備事業 10,700 

（都）碧南駅前線整備

事業 
14,700 

防災倉庫建設事業 41,800 

中学校施設長寿命化事

業（新川中学校屋内運

動場空調設備設置工

事） 

74,100 

中学校施設長寿命化事

業（南中学校屋内運動

場空調設備設置工事） 

69,500 

南部市民プラザ費臨時

事業（非常用発電機設

置工事） 

21,800 

水族館費臨時事業（水

族館置き水槽改修工

事） 

22,500 

合  計 570,300 
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令  和  ８  年  度 
 
 
 

碧 南 市 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 
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議案第１７号 

令和８年度碧南市国民健康保険特別会計予算 

令和８年度碧南市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６，３８３，７６２千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時

借入金の借入れの最高額は、１００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた

場合における同一款内での経費の各項の間の流用とする。 

令和８年２月１９日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 1,616,524

1 一般被保険者国民健康保険税 1,616,524

2 8,636

1 国庫補助金 8,636

3 4,180,950

1 県補助金 4,180,950

4 1

1 財産運用収入 1

5 547,957

1 一般会計繰入金 547,957

6 20,000

1 繰越金 20,000

7 9,694

1 加算金、延滞金及び過料 6,002

2 市預金利子 72

3 雑入 3,620

6,383,762

金　　　　　額

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

諸収入

歳　　入　　合　　計

国民健康保険税

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金
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1 109,465

1 総務管理費 100,833

2 徴税費 8,317

3 運営協議会費 315

2 4,078,865

1 療養諸費 3,503,525

2 高額療養費 552,982

3 移送費 50

4 出産育児諸費 18,008

5 葬祭諸費 4,300

3 2,105,159

1 医療給付費分 1,424,448

2 後期高齢者支援金等分 459,231

3 介護納付金分 175,482

4 子ども・子育て支援納付金分 45,998

4 64,271

1 特定健康診査等事業費 50,256

2 保健事業費 14,015

5 1

1 基金積立金 1

6 1

1 公債費 1

7 6,000

1 償還金及び還付加算金 6,000

8 20,000

1 予備費 20,000

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

保険給付費

国民健康保険事業費納付金

保健事業費

基金積立金

公債費

諸支出金

予備費
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6,383,762

金　　　　　額

 千円

歳　　出　　合　　計

款 項
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令  和  ８  年  度 
 
 
 

碧 南 市 訪 問 看 護 事 業 特 別 会 計 予 算 
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議案第１８号 

令和８年度碧南市訪問看護事業特別会計予算 

令和８年度碧南市の訪問看護事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９５，６１５千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

令和８年２月１９日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 40,510

1 訪問看護療養費 40,510

2 55,000

1 繰越金 55,000

3 105

1 市預金利子 104

2 雑入 1

95,615

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

訪問看護療養費

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計

金　　　　　額

 千円

款
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1 78,465

1 訪問看護事業費 78,465

2 17,150

1 予備費 17,150

95,615

 千円

訪問看護事業費

予備費

歳　　出　　合　　計

款

歳　　出

項 金　　　　　額
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令  和  ８  年  度 
 
 
 

碧 南 市 介 護 保 険 特 別 会 計 予 算 
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議案第１９号 

令和８年度碧南市介護保険特別会計予算 

令和８年度碧南市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 各勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ次に定める額とする。 

(1) 保険事業勘定   ５，８３６，１２１千円 

(2) 介護サービス事業勘定  ７３，９９１千円 

２ 各勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

（歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 保険事業勘定 

ア 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

経費の各項の間の流用 

イ 地域支援事業費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内

での経費の各項の間の流用 

(2) 介護サービス事業勘定 

サービス事業費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

の経費の各項の間の流用 

令和８年２月１９日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 

 

 

21



1 1,269,693

1 介護保険料 1,269,693

2 1,117,579

1 国庫負担金 986,184

2 国庫補助金 131,395

3 1,500,041

1 支払基金交付金 1,500,041

4 793,732

1 県負担金 770,613

2 県補助金 23,118

3 財政安定化基金支出金 1

5 2,115

1 財産運用収入 2,115

6 1,151,208

1 一般会計繰入金 956,809

2 基金繰入金 194,399

7 1,000

1 繰越金 1,000

8 753

1 市預金利子 456

2 雑入 195

3 延滞金、加算金及び過料 102

5,836,121

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計

保険料

国庫支出金

支払基金交付金

県支出金

財産収入

繰入金

金　　　　　額

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算（保険事業勘定）

歳　　入

項

22



1 219,348

1 総務管理費 133,951

2 徴収費 6,669

3 介護認定審査会費 69,888

4 運営協議会費 7,767

5 趣旨普及費 1,073

2 5,405,534

1 介護サービス等諸費 5,175,091

2 高額介護サービス等諸費 115,640

3 高額医療合算介護サービス等諸費 15,960

4 特定入所者介護サービス等諸費 95,745

5 その他諸費 3,098

3 180,104

1 介護予防・生活支援サービス事業費 126,375

2 一般介護予防事業費 30,884

3 包括的支援事業 8,917

4 任意事業費 13,668

5 その他諸費 260

4 2,115

1 基金積立金 2,115

5 28,020

1 償還金及び還付加算金 2,000

2 繰出金 26,020

6 1,000

1 予備費 1,000

5,836,121

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

保険給付費

地域支援事業費

基金積立金

諸支出金

予備費

歳　　出　　合　　計
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1 52,915

1 給付費収入 47,281

2 自己負担金収入 5,634

2 21,058

1 繰越金 21,058

3 18

1 市預金利子 17

2 雑入 1

73,991

第１表　　歳入歳出予算（介護サービス事業勘定）

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計

 千円

款

歳　　入

項

サービス収入

金　　　　　額
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1 71,430

1 総務管理費 71,430

2 561

1 居宅介護サービス事業費 481

2 居宅介護支援事業費 80

3 2,000

1 予備費 2,000

73,991

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

サービス事業費

予備費

歳　　出　　合　　計

款
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令  和  ８  年  度 
 
 
 

碧 南 市 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 特 別 会 計 予 算 
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議案第２０号 

令和８年度碧南市後期高齢者医療保険特別会計予算 

令和８年度碧南市の後期高齢者医療保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，４０３，２１３千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

令和８年２月１９日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 1,213,128

1 後期高齢者医療保険料 1,213,128

2 185,504

1 一般会計繰入金 185,504

3 2,326

1 繰越金 2,326

4 2,255

1 延滞金、加算金及び過料 2

2 償還金及び還付加算金 2,251

3 市預金利子 1

4 雑入 1

1,403,213

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

後期高齢者医療保険料

金　　　　　額

繰入金

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計
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1 6,456

1 徴収費 6,456

2 1,394,506

1 後期高齢者医療広域連合納付金 1,394,506

3 2,251

1 償還金及び還付加算金 2,251

1,403,213

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

後期高齢者医療広域連合納付金

諸支出費

歳　　出　　合　　計
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令  和  ８  年  度 
 
 
 

碧 南 市 水 道 事 業 会 計 予 算 
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議案第２１号 

令和８年度碧南市水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和８年度碧南市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 給水戸数                ２８，８５１戸 

(2) 年間総配水量           ８，４００，０００立方メートル 

(3) 一日平均配水量             ２３，０１４立方メートル 

(4) 主要な建設改良事業 

配水施設工事            ８０１，１３０千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収         入 

第１款 水道事業収益         １，６１２，４１９千円 

第１項 営業収益          １，１７４，３６９千円 

第２項 営業外収益           ４３８，０４０千円 

第３項 特別利益                 １０千円 

支         出 

第１款 水道事業費用          １，６３７，１６６千円 

第１項 営業費用           １，６１０，２５６千円 

第２項 営業外費用            ２０，２８６千円 

第３項 特別損失              １，６２４千円 

第４項 予備費               ５，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対して不足する額５３７，９８９千円は、減債積立金４，０００千円、当年度分

消費税資本的収支調整額５３，００１千円及び過年度分損益勘定留保資金４８０，９８

８千円で補てんするものとする。）。 

 

31



  

 

収         入 

第１款 資本的収入            ４０２，７２７千円 

第１項 固定資産売却代金            ２０４千円 

第２項 負担金             ２８２，３５６千円 

第３項 出資金               ４，１６７千円 

第４項 他会計貸付金返還金        ７０，０００千円 

第５項 補助金              ４６，０００千円 

支         出 

第１款 資本的支出            ９４０，７１６千円 

第１項 建設改良費           ９３６，５４８千円 

第２項 企業債償還金            ４，１６８千円 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第５条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、予定支出の各項の

経費及び各項間の経費とする。 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第６条 職員給与費１３６，４４５千円については、その経費の金額を、それ以外の経費

の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決

を経なければならない。 

（たな卸資産購入限度額） 

第７条 たな卸資産の購入限度額は、１４，１０８千円と定める。 

令和８年２月１９日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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令  和  ８  年  度 
 
 
 

碧 南 市 下 水 道 事 業 会 計 予 算 
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議案第２２号 

令和８年度碧南市下水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和８年度碧南市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 接続戸数                 ２２，９５７戸 

(2) 年間総処理水量           ５，４９６，２１４立方メートル 

(3) 一日平均処理水量             １５，０５８立方メートル 

(4) 主要な建設改良事業 

汚水施設建設費          １，７３６，８２５千円 

雨水施設建設費            ３７２，４０６千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収         入 

第１款 下水道事業収益         ２，８０９，５３４千円 

第１項 営業収益           １，４１１，５５５千円 

第２項 営業外収益          １，３６９，０１９千円 

第３項 特別利益              ２８，９６０千円 

支         出 

第１款 下水道事業費用          ２，９１５，７３１千円 

第１項 営業費用            ２，７１８，２００千円 

第２項 営業外費用            １９５，５３１千円 

第３項 特別損失               １，０００千円 

第４項 予備費                １，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対して不足する額１，４０３，６５８千円は、当年度分消費税資本的収支調整額

１２０，５５６千円、過年度分損益勘定留保資金７６１，５９５千円、及び当年度分損

益勘定留保資金５２１，５０７千円で補てんするものとする。）。 
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収         入 

第１款 資本的収入           １，６４０，３６０千円 

第１項 企業債            １，１３８，８００千円 

第２項 出資金               ２５，００７千円 

第３項 負担金              １４６，２１３千円 

第４項 補助金              ３３０，３４０千円 

支         出 

第１款 資本的支出           ３，０４４，０１８千円 

第１項 建設改良費          ２，１０９，２３１千円 

第２項 流域下水道建設負担金        ２３，４６９千円 

第４項 企業債償還金           ８４１，３１８千円 

第５項 他会計借入金償還金         ７０，０００千円 

（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

款 項 事業名 総額 年度 年割額 

1 資本的

支出 

1 建設改

良費 

ポンプ場

更新工事 
４１２，５００千円 

８ １６５，０００千円 

９ ２４７，５００千円 

 （企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限  度  額 起債の方法 利  率 償 還 の 方 法 

公共下水道 

事業 
１，１１５，４００千円 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

５．０パーセ

ント以内（ただ

し、利率見直し

方式で借り入れ

る政府資金等に

ついて、利率の

見直しを行った

後においては、

当該見直し後の

利率） 

政府資金について

は、その融資条件

により、銀行その

他の場合にはその

債権者と協定する

ものによる。ただ

し、企業財政の都

合により据置期間

及び償還期限を短

縮し、又は繰上償

還若しくは低利に

借換えすることが

できる。 

流域下水道 

事業 
２３，４００千円 
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（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、予定支出の各項の 

経費及び各項間の経費とする。 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 職員給与費１４２，０８３千円については、その経費の金額を、それ以外の経費

の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決

を経なければならない。 

令和８年２月１９日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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令  和  ８  年  度 
 
 
 

碧 南 市 病 院 事 業 会 計 予 算 
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議案第２３号 

令和８年度碧南市病院事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和８年度碧南市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 病床数                      ２５５床 

(2) 年間患者数 

入院                   ６８，６２０人 

外来                  １３４，２０５人 

(3) 一日平均患者数 

入院                      １８８人 

外来                      ５４０人 

(4) 主要な建設改良事業 

チラー分解整備工事 

            ４５，０８０千円 

    改訂及び機能強化対応作業委託      １１，０００千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

            収           入 

第１款 病院事業収益          ８，３０３，３４６千円 

第１項 医業収益           ７，０４９，３２１千円 

第２項 医業外収益          １，２５４，０２３千円 

第３項 特別利益                   ２千円 

            支           出 

第１款 病院事業費用          ９，６３５，１０５千円 

第１項 医業費用           ９，４９７，２０７千円 

第２項 医業外費用            １１６，５７５千円 

第３項 特別損失               １，３２３千円 

第４項 予備費               ２０，０００千円 
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（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額３０３，４７９千円は当年度分消費税資本的収支調整額１５，

７３８千円及び過年度分損益勘定留保資金２８７，７４１千円で補てんするものとす

る。） 

            収           入 

第１款 資本的収入             ３５７，７１１千円 

第１項 出資金              ２３７，１０６千円 

第２項 補助金                ８，００２千円 

第３項 企業債              １１２，６００千円 

第４項 財産収入                   １千円 

第５項 寄附金                    １千円 

第６項 固定資産売却代金               １千円 

            支           出 

第１款 資本的支出             ６６１，１９０千円 

第１項 建設改良費            １７３，１１６千円 

第２項 企業債償還金           ４５５，９１４千円 

第３項 投資                ３２，１６０千円 

 （債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事項 期間 限度額 

外来ヘルパー等業務委託に要

する経費 

令和８年度から 

令和９年度まで 
１０１，２４４千円 

病院システム等保守業務の委

託に要する経費 

令和８年度から 

令和９年度まで 
４０，０００千円 

病院内情報システム保守管理

支援業務の委託に要する経費 

令和８年度から 

令和９年度まで 
３０，０００千円 

夜間看護補助者派遣業務委託

に要する経費 

令和８年度から 

令和９年度まで 
１４，５７１千円 

病院機能評価の受審に要する

経費 

令和８年度から 

令和９年度まで 
３，０００千円 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 
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起債の目的 限  度  額 起債の方法 利 率 償還の方法 

病院設備更

新事業 
４５，０００千円 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

５．０パー

セント以内

（ただし、

利率見直し

方式で借り 

入れる政府

資金等につ

いて、利率

の見直しを

行った後に 

おいては、

当該見直し

後の利率） 

政府資金につい

ては、その融資

条件により、銀

行その他の場合

にはその債権者 

と協定するもの

による。た だ

し、企業財政の

都合により据置

期間及び償還期 

限を短縮し、又

は繰上償還若し

くは低利に借換

えすることがで

きる。 

医療機器等

整備事業 
５６，６００千円 

システム等

更新事業 
１１，０００千円 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、２，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

(1) 収益的支出 

第１項 医業費用 

第２項 医業外費用 

第３項 特別損失 

(2) 資本的支出 

第１項 建設改良費 

第２項 企業債償還金 

第３項 投資 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費) 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ない。 

(1) 給与費                ５，２７９，２１８千円 
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(2) 交際費                      ２００千円 

（他会計からの補助金） 

第１０条 病院事業の健全な財政運営に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、８，０００千円である。 

（たな卸資産購入限度額） 

第１１条 たな卸資産の購入限度額は、１，５６０，７６９千円と定める。 

 令和８年２月１９日提出 

                      碧南市長  小 池 友 妃 子 
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